
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
卒
業
生
で
そ
れ
ほ
ど
僕
と
遠
く

な
い
年
代
の
女
性
の
研
究
者
に
、
シ
ド
ニ
ー
の
金

メ
ダ
リ
ス
ト
が
い
た
り
す
る
ん
で
す
よ
。
一
緒
に

練
習
を
し
た
大
学
の
仲
間
で
も
、
去
年
あ
た
り

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
イ
ギ
リ
ス
代

表
に
な
っ
て
い
た
り
…
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
ご
く

一
部
、
企
業
と
個
人
的
に
ス
ポ
ン
サ
ー
契
約
し
て

や
っ
て
い
る
よ
う
な
人
以
外
、
企
業
か
ら
お
給
料

を
も
ら
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
専
念
で
き
る
よ
う
な
人

は
い
な
い
で
す
か
ら
。
い
わ
ゆ
る
僕
み
た
い
に
、

普
通
に
フ
ル
タ
イ
ム
の
仕
事
を
し
て
い
て
、
そ
れ

で
も
む
き
に
な
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
や
っ
て
成
果
を

出
し
て
い
る
人
が
い
る
ん
で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
メ
ダ
ル
の
数
だ
っ
て
、
日
本
よ
り
多
い
で
す
か

ら
…
。
そ
う
い
う
環
境
で
も
機
能
す
る
の
は
何
な

ん
で
し
ょ
う
。
謎
で
す
ね
。

陸
上
競
技
自
体
は
中
学
生
の
頃
か
ら
や
っ
て
た
ん
で

す
が
、
種
目
を
マ
ラ
ソ
ン
競
技
に
ま
で
伸
ば
し
た
の
は

ド
ク
タ
ー
コ
ー
ス
に
入
っ
て
か
ら
な
ん
で
す
。
で
す
か

ら
就
職
し
た
時
は
、
マ
ラ
ソ
ン
競
技
で
自
分
自
身
が
ま
だ

伸
び
て
い
る
途
中
で
し
た
か
ら
、
少
な
く
と
も
そ
の
時
に

辞
め
よ
う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
し
、
逆
に
積
極
的
に
意

地
で
も
続
け
て
や
ろ
う
と
も
思
わ
な
か
っ
た
で
す
ね
。

要
す
る
に
何
も
考
え
て
な
か
っ
た（
笑
）。
こ
れ
は
半
分

言
い
訳
で
、
半
分
は
自
分
自
身
を
勇
気
づ
け
る
た
め
の

呪
文
で
も
あ
る
ん
で
す
が
、
僕
と
し
て
の
、
本
当
の
人

生
の
目
標
と
い
う
の
が
、
一
流
の
文
化
人
に
な
り
た

い
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
必
要

な
の
は
「
知
、
徳
、
体
」
だ
と
思
っ
て
る
ん
で
す
。

知
は
研
究
者
と
し
て
、
徳
は
教
育
者
と
し
て
、
体

の
方
は
、
競
技
者
と
し
て
追
求
す
る
。
そ
の
３

つ
を
文
化
人
と
し
て
の
柱
だ
と
思
っ
て
や
っ
て

る
ん
で
す
。
や
は
り
、
時
間
的
、
体
力
的
に
も
き

つ
い
で
す
か
ら
、
な
ん
ら
か
の
形
で
自
分
の
お

尻
を
ひ
っ
ぱ
た
く
呪
文
が
必
要
な
ん
で
す
が
、

そ
う
い
う
と
き
に
は
、
今
言
っ
た
大
義
名
分
を

思
う
よ
う
に
し
て
ま
す
ね
。

マ
ス
コ
ミ
が
よ
く
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
こ
と

を
「
走
る
こ
と
が
、
好
き
で
好
き
で
…
」
と
一

生
懸
命
報
道
す
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
ま
る
で

美
談
か
の
よ
う
に
、
僕
は
、
あ
れ
は
ど
こ
ま
で

本
当
か
な
ぁ
っ
て
思
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
僕

も
、
純
粋
に
走
る
動
作
が
好
き
な
の
か
？
と
言

わ
れ
る
と
、
別
に
嫌
い
で
は
な
い
け
れ
ど
、
そ
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情報セキュリティ技術を基盤とし、社会情報システムの運用における問題に取組み、

研究、委員会、学会と忙しい日々を送る。

一方、フルマラソンを2時間20分台で走る「マラソン競技者」の顔も持つ松浦助教授。

今回は、マラソンのことに絞って話を聞いてみた。

松浦幹太助教授インタビュー

■是非、マラソンの話を聞きたいのですが……。

　今回のインタビューで僕が取り上げられるのは、大学の人間

でありながらも、マラソンを趣味のレベルを超えてやっている

のがめずらしいからなのでしょうけど、例えば、１年間いたイ

ギリスで言えば、こういうのはある種一定の文化人として評

価が高まりますが、かといって「おまえは凄い、そんなのは世

界でお前だけだ」というような目でみられるわけではないです

ね。むこうでは、ケンブリッジの卒業生でそれほど僕と遠くな

い年代の女性の研究者に、シドニーの金メダリストがいたりす

るんですよ。一緒に練習をした大学の仲間でも、去年あたり

クロスカントリーランニングでイギリス代表になっていたり…。

イギリスでは、ごく一部、企業と個人的にスポンサー契約し

てやっているような人以外、企業からお給料をもらってスポー

ツに専念できるような人はいないですから。いわゆる僕みたい

に、普通にフルタイムの仕事をしていて、それでもむきになっ

てスポーツやって成果を出している人がいるんです。オリンピ

ックのメダルの数だって、日本より多いですから…。そういう

環境でも機能するのは何なんでしょう。謎ですね。

■忙しい中、両方を続けるのは大変だと思うのですが、

　マラソンを辞めようと思ったことはないですか？

　陸上競技自体は中学生の頃からやってたんですが、種目をマ

ラソン競技にまで伸ばしたのはドクターコースに入ってからな

んです。ですから就職した時は、マラソン競技で自分自身がま

だ伸びている途中でしたから、少なくともその時に辞めようと

は思わなかったし、逆に積極的に意地でも続けてやろうとも思

わなかったですね。要するに何も考えてなかった（笑）。これは

半分言い訳で、半分は自分自身を勇気づけるための呪文でもあ

るんですが、僕としての、本当の人生の目標というのが、一流

の文化人になりたいということなんです。そのために、必要な

のは「知、徳、体」だと思ってるんです。知は研究者として、

徳は教育者として、体の方は、競技者

として追求する。その３つを文化人と

しての柱だと思ってやってるんです。

やはり、時間的、体力的にもきついで

すから、なんらかの形で自分のお尻を

ひっぱたく呪文が必要なんですが、そ

ういうときには、今言った大義名分を

思うようにしてますね。

■そこまでしてやるのは、走る

　ことが好きなんでしょうね。

　マスコミがよくオ

リンピック選手のこ

とを「走ることが、

好きで好きで…」と

一生懸命報道するじ

ゃないですか、まる

で美談かのように、

僕は、あれはどこま

で本当かなぁって思っているんですよ。僕も、純粋に走る動作

が好きなのか？と言われると、別に嫌いではないけれど、それ

が好きだからやっているのとは違うような気がします。競技と

して、そのスポーツが好きなのだと思います。それがなぜかと

いうのは、わからないですけれど…。例えば、練習計画の作戦

を組み立てる時、その時どうあがいても、週末ですら昼の時

間も取れないとしたら、夜にどのコースでどういう練習するか

を考えます。そういう組み立てをするのが楽しいですね。限ら

れた条件の中で、あれこれ工夫して。工夫をするのが好きなの

かもしれませんね。我々の仕事は、もちろん研究は研究で専

門のことですが、一見、雑用だと思われるような業務でも、

結局、何か非常に厳しい条件の中で、どうやって工夫するか

なと機転をきかせることが、かなり重要な職業でもありますか

ら。ですから、共通するような部分はあると思います。必死に

なって、やりくりするような、そういうことが好きなのかもし

れませんね。

■大会で、招待選手のような人と走る時は、

　どんな感じですか？

　スタートラインに立ったら、それはあくまでも「敵」です。

あの大勢の中で、こづきあってるんですから。野蛮人にならな

きゃ、負けるだけですからね（笑）。マラソンは面白いもので、

一流の選手でも、何か少し身体にアクシデントがあると平気

で我々に負けますから。ただ、僕らでもやはり、オリンピッ

クでメダル取るような人たちと比べたら、ちょっとやそっと

の調子の違いでは、逆転できないだけの力の開きがあります。

しかし、トラブルがあれば逆転できるくらいのレベルではあ

るんですよ。

■競技生活はまだまだ続けられるんですか？

　客観的にみると、仕事があるから時間との戦いだと思われる

かもしれないですが、自分でもよくわからないんですが、そう

いう時間上の限界が先にくるか、年齢的な限界が先にくるか、

どっちが先に限界がくるか、競争だと思いますね。

INTERVIEW



Gakkann Gakufu

2

Gakkann Gakufu

広がる「環」、学環講話会

第5回目までは、講演者が学

環の先生方中心だった講話会。「環」はどん

どん広がり、第6回目は、新領域創成科学研究科の武邑光裕

先生が話者に…。「記憶のデザイン－デジタル・アーカイヴの文化経

済」をテーマに、今まで最初に経済、産業ありきだが、これからは文化が産

業、経済を引っ張るという認識の重要性、アメリカでWWW上のホームページをデ

ジタルアーカイブ化するプロジェクトが行われていること、日本においてのデジタルア

ーカイブの現状とこれからなどを語った。

　情報学環客員研究員でMIT Media Laboratory, tenured Associate Professor石井裕

氏が　"Tangible Bits: Designing the Seamless Interface between People, Bits, 

and Atoms" をテーマに語った第７回目は、入場者が溢れ、立ち見も出たほど。タンジブ

ル・ユーザー・インターフェイス（TUI）の理念や、そのデザイン例として、物理的な

動きを記録し、それを再現するカーリーボット、フォース・フィードバック技術を

使い、離れたところで同じ物体を操作している幻想を作り出すインタッチなど

を紹介、時折、冗談を交えながらMITでの様子についても話をした。学

生からの質問は、講演後の懇親会にまで続いた。



TOPICS 2
紫綬褒章受章　　坂村健教授　特別インタビュー
春の褒章が4月27日付で発表され、坂村健教授が紫綬褒章を受章した。

その受章の気持ち、TRONのことなどについて聞いた。「超」多忙な中、授業が始まる前の

慌ただしいインタビューだったが、全ての質問に一つ一つ丁寧に答えてくれました。

　　紫綬褒章受章された感想はどうでしょうか？

　素直に嬉しいですね。日本では、多くの産

業を支えるものでありながら――また、同じ

コンピュータでありながら、パソコンと違い

目に見えないこともあってか、組み込みシス

テムというものは一般になかなか認知がされ

てなかった。そういう意味でいくと、コンピ

ュータサイエンス関係者ではじめての受章と

いうことも、またそれが私の今までの組み込

みシステム関係での取り組みに対するものだ

ったという意味でも、多くの人たちの関心を

よぶことには少しは役に立ったのではないで

しょうか。

　これはよく建築と似ていると言うのですが、

今の複雑化しているコンピュータは、一人の

人間がアイデアをだして最後まで作りあげる

ということはできない。つまり、一人の建築

家がアイデアを出しても、本当に建てるまで

に多くの人が関わらないとできない。コンピ

ュータサイエンスもそれと同じですから、そ

の分野――組み込みシステム関係者の代表と

して章をもらったということを、特に感じる

わけです。

　分野全体が認められるのは非常に重要です。

その分野をみんなが認知しないと、今は資本

主義の国ですからバジェットもこないし、重

要じゃないとなったら優秀な人間も来ないで

すから。極端な話、この分野にかかわる人た

ちの企業内での位置付けにも影響する。今ま

で、この分野に対して日本は手薄だったとず

っと思っている僕としては、認知されること

は、やはり嬉しいことです。

　　 では、これから変ってくると思いますか？

　もう、変ってきています。例えば、社会の

インフラとしてのコンピュータシステムとい

うのが重要だということを、だんだんみんな

が認知していった結果、最近少しずつ、政府

機関などでも、オープンアーキテクチャーが

重要ではないかというような議論がされるよ

うになってきた。そういうのは、10年前く

らいだったら、まったく議論にもならなかっ

た。特に80年代、90年代。「グローバルスタ

ンダード」至上主義というか――なにもかも

世界標準にあわせるのが当然、簡単に言えば

もう自分で新しいことを考えない方がいい、

と言われてきた時もあるわけですから。

　そういう風潮になると、基盤技術をつくろ

うとしている人が育たなくなってしまう。片

方で「創造性が大事」とかいいながら。日本

の今後とか産業構造を考えたときに、果たし

てそれでいいのだろうか。実情に即して言え

ば日本は農業国というより、明らかに産業国

です。世界に工業製品を売って、その儲けで

食料を輸入することで国民が飢えないで暮ら

していける。そういう国ですから、基盤技術

を自分で作れず、すべてがミーツープロダク

トになって低価格競争になったら、最後は飢

え死にです。

　コンピュータの世界、ソフトウェアに関し

て言えば、日本は外から導入している額と、

日本が外へ出している額を比べると、はっき

り言って百倍もの差が出ている。簡単に言う

と、1兆円分輸入しても日本からは100億円

以下しか輸出していない。すごい入超です。

しかしソフトウェアなどの知財は、貿易外収

支ですから、貿易黒字と騒いでいるのに、こ

の分は入っていない。日本製のもので世界に

売れているのは唯一ゲーム関係でしょう。な

ぜ、うまくいっているかというと、インフラ

――つまりゲーム機を全部日本で開発してい

るからです。

　これから、いわゆる情報家電とかあらゆる

ものにコンピュータが入る時代がきます。そ

のときに、コンピュータ関係は全部輸入した

ものでやることになったら、今の家電や自動

車での日本の位置すら危なくなってしまう。

　そういう経済面だけでなく、実はコンピュ

ータサイエンスの全体の歴史の中で、日本

人が貢献しているのはそう沢山はない。

これだけコンピュータを使っているの

に、これは残念なことです。他国で

生まれた技術を取り込むだけでなく

日本発の技術でも世界に貢献して

ギブアンドテイクの関係になり

たいと切に思いますね。

　 これからのTRONはどうなっていくのですか？

　特に今やっているのはユビキタスコンピュ

ーティングといって、超小型コンピュータを

いろんなものにつけて、協調動作させる超分

散型のコンピューティングモデルです。

　それもやっと最近になって、電波で動き通

信する非常に小さなコンピュータができるよ

うになってきました。今までは、ＴＲＯＮは

例えばカーナビの中や、携帯電話に入れると

か、いわゆる情報家電と言われている機械の

中に入っているものが多かったのですが、超

小型コンピュータになってくると、洋服の中

や、食品、薬など、今まで、コンピュータが

入らなかったところに入ってくるわけです。

　コンピュータサイエンスは、考えているだ

けではだめで、本当に物ができないと意味が

ない。「すべてのものにコンピュータを」と

いうコンセプトはもう20年前から言っていた

わけですが、そのための超小型コンピュータ

がようやく最近になってできるようになって

きた。しかし、チップを支えるネットワーク

システムや安価に大量に作る製造技術などの

技術上の課題もまだまだある。プライバシー

やセキュリティーなどについては技術だけで

なく法律や社会のコンセンサスにかかわる課

題もある。これから先、本当に洋服や、食品、

全部に超小型コンピュータをつけるには、あ

と10年以上年月がかかるでしょう。しかし、

課題の多さから言えば、決して十分な時間が

あるわけではないと思っています。

　その意味で、この受章はむしろ「認めても

らった」という出発点で、まだまだがんばら

ないといけないと思っています。

3

URL  http://www.iii.u-tokyo.ac.jp/

、

、

坂村教授講演会が7月25日（金）に開催予定。詳細は、
情報学環ホームページをご覧下さい。



TOPICS 3

着任教職員紹介
今年、新しく情報学環に着任した教職員の自己紹介です。

4

永ノ尾 信悟　教授
　古代、中世のインドの文化

語であるサンスクリット語に

よって記述されている宗教儀

礼の分析に日々を過ごす私が、

突然、最先端の情報学環に席

を置くことになり、今はただ

当惑ばかりしています。今年度の冬学期の授業

は、準備ができずに、従来からのものを開講し

ていますが、来年度の冬学期には、サンスクリ

ットの文法構造とヴェーダ儀礼の基本的な枠組

みの分析を行い、古代インドの思考方法を解明

するような授業を行いたいと考えています。

辻井 潤一　教授
　計算機で言葉を取り扱うた

めの形式化、アルゴリズム、

数理モデルの研究を行ってい

ます。学部時代は、複雑系の

研究が始まった頃で、電子工

学科で非線形微分方程式の研

究をしていました。もともと人間に対する興味が

強く、大学院からは情報処理・人工知能の研究に

従事、その後、英国のマンチェスター大学に7年

間在職した頃には、計算言語学研究センターと

いう、言語学者が多い組織に所属していました。

　東京大学では、再び、理学部情報科学科とい

う基礎科学の色彩が強い職場というように、振

り返ってみると、工学系、文科系、理学系とい

う職場を渡り歩いたことになります。私として

は、その過程で、それとは意識せずに、違った

分野の思考方法や研究方法に接して、言葉とい

う複雑な対象に対する複眼的な見方ができるよ

うになってきたと思います。学環という、文理

融合を目指す職場での新たな出会いに、心をと

きめかしています。

山口 泰　教授
　この4月から総合文化研究

科から情報学環に来ました。

総合文化研究科は名前からし

て「???…」というくらい学際

な所でした。情報学環も学際

を標榜していますが、少なく

とも「情報」という分だけ素姓が定かなように感

じられます。しかしちょっと考えてみると、「情

報」という言葉くらい曖昧で、各人各様のイメー

ジを持った言葉もありません。情報学環で「情

報」の正体を見極めたいなぁと思っています。

本田 由紀　助教授
　情報学環の所属になって2

ヶ月、私の実感として何が

一番大きく変わったかとい

えば、それはゼミです。今

年度は「リテラシーの比較

歴史社会学」という壮大な

タイトルのゼミですが、数名の社会人学生を含

む出席者の方々とは、教育論はもちろんマンガ

論、図書館論、インド論等々、毎回きわめて刺

激的な議論ができて、まるで「アルコール抜き

の飲み会」状態?!こんな魅力的な学生さんたち

に出会う機会をくれた学環に、感謝したい気持

ちです。

安冨 歩　助教授
　これまで私は、（1）「満洲

国」の歴史と（2）複雑系の数

理科学、という二つの分野で

研究をつづけ、それぞれに

ついて一冊づつ本を書きま

した。現在、その二つを接合

し、新しい社会科学を創出するための研究にと

りくんでおります。この方向の研究は、文系・

理系を越えた新しい学問分野の創設に繋がると

信じています。この仕事を通じて、情報学環の

研究・教育活動の貢献できればと考えています。

山本 隆一　助教授
　2003年3月から情報学環

にお世話になっている山本

隆一です。個人的なバック

グラウンドは医師（内科医

－病理医）で、医療の情報

化とそれに関連する問題、

特に安全性とプライバシー保護を研究していま

す。医学や医療の現場の知識と情報学の両方が

必要な医療情報の分野ですが、安全性やプライ

バシー保護は人同士の信頼感や安心感が最終的

な成果として求められ、いわゆる理科系の発想

だけでは隔靴掻痒の感は否めません。

　文理融合の情報学環は小生にとっては新天地

になり得る環境と喜んでいます。問題はこの環

境を生かすことができるかどうかですが、情報

学環の先生方のご協力・ご指導を仰いで努力した

いと思いますので、よろしくお願いいたします。

奈良 高明　講師　
　はじめまして。奈良高明

と申します。5月より、情報

理工学系研究科システム情

報学専攻から参りました。

専門は数理工学・システム

情報学で、数理科学によっ

て初めて見えてくる視点から情報を捉え、適切

な情報センシングシステムを構築することを目

指しています。情報学環という非常に多様なご

専門の皆様と積極的に交流させて頂き、物事の

本質的情報の抽出における数理的発想を発信し

ていければと考えております。どうぞよろしく

お願いいたします。

柳澤 知治郎　専門員
　4月1日からお世話になっ

ております柳澤知治郎です。

前任地は、農学部事務部経

理課主計掛でした。これと

いった趣味、特技はござい

ませんが、運動不足が気に

なる歳になり、極力身体を動かすようにし、ま

た、ストレス発散を兼ね（？）昼の少ない時間

ウォーキングをしております。皆さんと、明る

く楽しく仕事が出来るよう努力していきたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。

手塚 安澄　掛主任
　情報学環は東大の中でも

新しい組織で、所属する先

生方や学生さんの顔ぶれも

多彩で、とてもエキサイティ

ングな場所だと感じました。

事務室は、本郷キャンパス

の端っこですが、気軽に顔を出して下さい。よ

ろしくお願いします。

教　官

事務職員
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なつかしい未来

大井町プロジェクト

PROJECT
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PROJECT
Ooimachi ProjectOoimachi Project

大井町プロジェクトがめざすこと

　大井町プロジェクト（代表　原島 博大学院情報学環長、プロジェク

トリーダー　馬場 章助教授）は、品川区大井町に生活する人々ととも

に、新しいコンセプトに基づいた町おこしを進めるプロジェクトです。

大学が地域を研究のフィールドとすることはこれまでもありましたが、

大井町プロジェクトは、大井町駅前にある大井銀座商店街をはじめと

する地元の方々とともに大井町の町おこしに取り組んでいます。アイ

デアを出して終わるのではなく、一緒に実現させていくという姿勢で

す。また、都市の再開発に見られるようなインフラストラクチャーの

再整備を優先する町おこしではなく、大井町の現状に基づいて、大井

町に生活する人々の歴史意識に根ざしたソフトウェア重視の町おこし

を進めています。このようなプロジェクトは、多彩な専攻出身の研究

者や学生がネットワークでつながれた情報学環・学際情報学府であれ

ばこそ実現したプロジェクトということができます。

大井町プロジェクトのあゆみ

　大井町プロジェクトは、2001年5月の発足以来、同年9月には学

際情報学府の学生によるカードゲームを親子で遊ぶワークショップ、

2002年2月には大井町来街者調査と商店街IT調査、そして、同年

11月には大井町地域ポータルサイト（http://www.ooimachi.jp/）

の立ち上げ、そして12月にはりんかい線開通記念イベントとして、

大井フォトフェスティバルを行なってきました。ワークショップは大

学院の授業活動の一環として行なわれたもので、プロジェクトと地域

の方々との最初の出会いになりました。来街者とITの調査は、町おこ

しの出発点として、大井町の現状を知るために実施されました。この

調査結果に基づいて、大井町の町おこしのコンセプトを「なつかしい

未来－大井町」に決めました。この名称は地域ポータルサイトとフォ

トフェスティバルの写真展の名称にもなりました。ポータルサイトの

設計・デザインは学際情報学府の安藤学さん（2002年度修士課程修

了）、　　　　　　（修士課程2年）の手によるものです。

これからの大井町プロジェクト

　2003年度の大井町プロジェクトは「大井町の子どもたちと日本科

学未来館が出会うプログラム」に取り組んでいます。このプログラム

は、大井町の地域の方々の引率で、大井町の小学生と一緒に日本科学

未来館を見学するフェーズを中心とした教育プログラムです。子ども

たちが先端科学技術にふれることでいわゆる理科嫌いの子どもをなく

し、同時に地域の教育力を回復することを目的としています。プロジ

ェクトメンバーは、先端科学技術を分かりやすく小学生に伝えます。

5月には品川区立立会小学校の先生方、大井銀座商店街の方々ととも

に日本科学未来館の事前見学を行いました。このほかにも、今年度は、

本格的なITを導入した町おこしのための「町の電子掲示板」を開発・

設置するために技術的・社会的な予備調査を行い、あわせて町おこし

のグランドデザインを作成する計画です。

　プロジェクトの趣旨に賛同して、実践的な学際情報学の研究をめざ

す方であれば教官でも学生でも社会人でも大井町プロジェクトに参加

できます。

連絡先：歴史情報論研究室　馬場 章助教授　 baba@hi.u-tokyo.ac.jp

フォトフェスティバル

ワークショップ

日本科学未来館

大井町タイムスライダー（うしろのグループは
大井町が生んだアイドルグループ“シスタ”）

きゅりあん会場　
エントランス

きゅりあん会場内

大井町の小学生が
見学

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲ ▲

▲

▲

▲

校長先生はリニアモーターカーが不思議

アシモくんは先生にも人気

　境真理子情報学環
客員研究員（日本科
学未来館）がバック
ヤードを案内

　スーパーカミオカンデの模型の前で
記念撮影

　ワークショップ前の水越伸助教授に
よるレクチャー

　子どもたちとカードゲームをす
る水越助教授

子どもたちとカード　
ゲームをする学府院生

ワークショップ会場
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「学環・学府」は、情報学環の日々の活動を、より多くの方に
   知っていただくものです。企画室では、研究室の活動報告、
イベント予定など、あらゆる情報をお待ちしています！

Gakkann Gakufu
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BOOKS
河口洋一郎教授編纂の本、
6月下旬刊行
　これからCGを学ん

でアート、デザインを

志す人、CG技術を習

得したい人、文系、

理系のCGに関心の

ある人を対象に編纂。CGそのも

のの視覚の原理や基礎技術に注目

し、豊富な図版を取り入れ、わかり

やすく解説。また、CGの画像表現

がどこまで進歩していくかについて

も、CGの歴史を概観しながらその

答えを探る。

「CG入門～これからのCGデザイナ

ーのために」河口洋一郎編纂/丸善

株式会社

山内祐平助教授、並木志乃氏
（山内研M2）メンバーの
社会人大学院研究会の本刊行
　多種多様なバッ

クグラウンドを持

つ、先駆的な7人の

社会人大学院経験

者へのインタビュ

ーから、学びへの

喜び、試練や戸惑

い、卒業後のステージ等の実態に

迫った。社会人大学院生活のヒン

ト、活用術も便利な水先案内書。

「社会人大学院へ行こう」社会人大

学院研究会著　山内祐平、中原淳

編著/日本放送出版協会

長谷川一氏
（水越研D2）の本刊行
　修士論文をも

とにした単著。

「出版」をメデ

ィア論の視座か

ら問題化し、歴

史社会的方法か

ら現在の商業化

とデジタル化を逆照射、文化の地

政学として論じ、新たな展望を示

す。新地平を拓いた比類のない論

考。

『出版と知のメディア論──エディ

ターシップの歴史と再生』長谷川

一著／みすず書房

関口久雄氏
（平成14年3月修士修了）の本
　関口氏（群馬育英短期大学講師）

が、自身の修士論文を加筆訂正し

たものが、単行本として昨年末に

刊行。コンピュータを単なる技術

的な存在としてだけでなく、社会

的・文化的存在とみなし、人間（社

会）との関係性を問い直す、コンピ

ュータ文化論。

「インターフェ

イス：コンピュ

ータと対峙す

る時」関口久

雄著/ひつじ

書房

 ゲームゼミナール開講（馬場章助教授）
　今年4月から、

教養学部の全学自

由研究ゼミナール

として馬場章助教

授が「ゲームデザイン＆エンジニアリ

ング論」を開講している。この授業

は、ゲーム研究プロジェクトの活動

と連動して行なわれ、これまで学術

研究として正面から取り上げられる

ことのなかったゲームそのものを、

総合的に研究する学問的枠組みの構

築をめざしている。夏学期はゲーム

のデザインとエンジニアリングをテ

ーマに、馬場助教授が問題提起を行

い、ゲストスピーカーが応えるとい

う形式で進められている。ゲストス

ピーカーには、ゲーム産業界から鈴

木祐氏（セガ）、岩谷徹氏（ナムコ）、

広井王子氏（レッドエンターテインメ

ント）、宮本茂氏（任天堂）など、本

学からは濱野保樹助教授（新領域創成

科学研究科）、植田一博助教授がつと

めている。履修生は大変熱心で、毎

回課されるアテンダンスシートのコ

メント欄をびっしり埋めるだけでな

く、質疑応答も活発で、時間が過ぎ

ても続いている。

松村誠一郎氏（荒川研D2）
の作品 “C/t-cycle of touch-”

　松村氏の作品

“C/t-cycle of 

touch-”が、

東京都写真美術

館で開催された「インフォメーショ

ンアートの想像力展」に出展、芸術

科学会主催Diva展では奨励賞受賞、

またNHK BS1 デジタルスタジアム

にて岩井俊雄セレクション作品とし

て紹介された。この作品は、鑑賞者

が触れる行為が音に変換され、それ

を「聴く」ということで成り立つ。触

れる度に音の厚みが増し、不思議な

リズム、うねりが生み出されるこの

作品を「C/tは感覚と感覚の連係と想

像力の必要性への気づきを喚起する

と同時に、そのメタファーは人間と

周囲の環境との関係性なのである」

と松村氏は語っている。

「大学発ビジネスプラン・コンペかわさき
2002」大賞受賞、河島茂生氏

（西垣研M2）
　河島氏が他大学の学生と共に携わ

る「デジタルコンテンツ制作用コラ

ボウェア開発」が、この3月「大学発

ビジネスプラン・コンペかわさき

2000」の大賞に選ばれた。応募総

数88件。このコンペは、大学発の起

業家の発掘・育成並びに新事業創出

を目的に、大学、大学院で学んでい

る学生からビジネスプランを公募、

優秀なものに対しては、多面的なフ

ォローアップを通してプランの実現

を支援するもの。

猪子寿之氏（田中久美子研M2）の作品
“WORDS OF GOGH”

銀座で展示
　猪子氏のゴッホをテーマにしたデ

ジタルアート「WORDS OF GOGH」

が、東京銀座資生堂ビル1Fで4月下

旬から1ヶ月間展示された。ゴッホ

の37年間に渡る書簡のなかからキー

センテンスを読み取り、その時書か

れた絵画をモチーフにしたCGの映像

によって、ゴッホの内面の変化、心

の風景、夢と絶望という彼の人生に

迫っている。生のあるゴッホが、物

事を、日々変わりいく感情によって

見ていたら、おそらく同じ対象も見

え方が変わった

だろうという思

いを映像で試み

ている。

メルプロジェクトからのお知らせ
1.公開研究会報告

●「公共コミュニケーションメディ

アとしての図書館～ニューヨークの

事例から」菅谷明子氏（独・経済産

業研究所研究員）

　アメリカの公共図書館が、地域の

情報センターの役割や、市民の潜在

能力を引き出すための情報支援、地

域コミュニティ作りを行っている公

共メディアであることなどを、メル

プロジェクト・リーダーの一人である

菅谷氏が「未来をつくる図書館」（岩

波新書）の刊行にちなみ、論じた。

参加者約60名。

●「本づくりとメディアリテラシー」

ペク・ソンス氏（神田外語大学講師）

・長谷川一氏（水越研D2）・内澤旬子

氏（装丁作家）

　3月に行われたメルプロジェクト・

シンポジウムで発表された「本づく

りとメディアリテラシー・プロジェ

クト」。内澤氏が、2002年度に神田

外語大学で行った同プロジェクトの

全貌、本づくりの実際、学生たちの

様子、今年度行われる同プロジェク

トの発展版に関する構想、抱負まで

を語った。参加者約50名。

2.コミュニティ・パブリッシング

　オンデマンド印刷技術を活用し、

少部数だが広域指向性のある書物を

出版するプロジェクト。現在のメン

バーは伊藤昌亮氏（水越研D1）、佐倉

統助教授、長谷川一氏（水越研D2）、

松丸淳生氏（佐倉研M2）、水越伸助教

授、山内祐平助教授。書物は知的共

同体を育み、維持し、発展させ、知

的共同体は書物というメディアを発

展させていく。この相互関係に介入

し、新たなパブリッシングの方向性

を模索しようというもの。このプロ

ジェクトにより、三冊の書物がトラ

ンスアートより刊行される。

「メルの環：メディア表現、学びとリ

テラシー」東大情報学環メルプロジ

ェクト編、「佐倉統が読む　進化論の

エッセンス」佐倉統編、「エディフィ

カーレ・リターンズ」五十嵐太郎・

南泰裕編　

問い合わせ先：佐倉統助教授

sakura@iii.u-tokyo.ac.jp、

水越伸助教授

学位授与式、入学ガイダンス
　学位授与式が、

2003年3月28日

情報学環暫定建物

2階で行われた。

袴姿、スーツ姿、着物姿と晴れやか

な笑顔が集まった。修士修了者40名。

4月3日は入学ガイダンス、博士課程

15名、修士課程56名が新たに学際

情報学府の学生となった。

shin@iii.u-tokyo.ac.jp

人 事 異 動

H14.12.15
H15.  3.   1
H15.  3.   1
H15.  3. 31
H15.  3. 31
H15.  4.   1
H15.  4.   1
H15.  4.   1
H15.  4.   1
H15.  4.   1
H15.  4.   1
H15.  4.   1
H15.  4.   1
H15.  4.   1
H15.  4.   1
H15.  5.   1

H15.  4.   1
H15.  4.   1
H15.  4.   1
H15.  4.   1　

助教授　小野木雄三（辞職）
助教授　山本隆一（採用）
講師　田中久美子（情報基盤センター助教授へ）
助教授　ペクター・ケネス（任期満了）
助手　住井英二郎（辞職）
教授　玉井哲雄（総合文化研究科へ）
教授　平勢隆郎（東洋文化研究所へ）
教授　米澤明憲（情報理工学系研究科へ）
助教授　田中純（総合文化研究科へ）
教授　永ノ尾信悟（東洋文化研究所より）
教授　辻井潤一（情報理工学系研究科より）
教授　山口泰（総合文化研究科より）
助教授　本田由紀（社会科学研究所より）
助教授　安冨歩（総合文化研究科より）
助手　宮尾祐介（情報理工学系研究科より）
講師　奈良高明（情報理工学系研究科より）

専門員　松本直衛（農学生命科学研究科へ）
掛主任　篠田正人（放送大学学習センター教務係長へ）
専門員　柳澤知治郎（農学生命科学研究科より）
掛主任 　手塚安澄（農学生命科学研究科より）

（教官）　

（職員）
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